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1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
奈良先端科学技術大学院大学
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5. 課 題 番 号

6. 研究課題名 発達障害児のメディア・リテラシー育成のためのＳＮＳプラットフォーム

7. 研究代表者
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研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
イイダ　ハジム

飯田　元
教授

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

まず、療育分野におけるアシスティブ・テクノロジの現状について専門的な動向をサーベイした。
また、並行して、プロトタイピングに向くSNSプラットフォームを複数サーベイし、modx, worpress, moodle, drupal等CMSタイプのWe
bシステムについてより詳細に試用・検討を行った。そのうえで、グループ機能とユーザ管理機能のバランスに優れたDrupal Version7
を選定し、簡単なSNSサイトを試作した（非公開）。試行用にタブレットを購入し、事前導入すべきアプリ（療育支援、コンテンツフ
ィルタリング、セキュリティ対策等）などの検討を詳細におこなった。
次に、自閉症児支援団体に協力を依頼し、運用実験の詳細な計画立案に着手したが、協力予定者から「漫然とSNSを使わせることは動
機が弱いので、ユーザの積極的な利用が見込めるように具体的な目的を持ったサイト設定をすれば、より有用な知見が得られる」など
の助言を受けたため、具体的な療育タスクを設定し、そのための支援を行うWebとして立ち上げを行うこととした。
療育タスクの題材として、レゴマインドストームをとりあげ、さらに、発達障害児のプログラミング学習支援についても予備的な調査
を行った。特に、プログラミング支援プラットフォーム等の既存eラーニング支援システムを中心にサーベイを行った。

    （１／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。



  ２版

（3）やや遅れている。

簡単な療育タスクをおこなう教室を模擬的に開催することとし、そのための再計画、協力者募集、準備等に時間を要したため、初回の
試験運用を27年度に行うこととした。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)療育支援

発達障害児 ソーシャルネットワーク コンピュータリテラシー 自閉症

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策　等

初回の試験運用を平成27年度7～8月頃に実施し、その後、運用結果に対する評価と外部発表を行う。以降、システムの改良と2度目の
試行を行い、プロトタイプとしての公開を予定している。なお、試験運用の結果が良好であれば、継続的な運営を視野に入れた検討も
行っていきたい。

（理由）
初回運用実験を再計画し、次年度の実施としたため、そのための経費を繰り越した。

（使用計画）
26年度実施予定であった初回運用実験を7～8月に実施するので、繰り越した経費をこの目的に使用する。

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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13.研究発表（平成２６年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計( ０ )件　　うち査読付論文　計( ０ )件

〔学会発表〕　計（ ０ ）件　　うち招待講演　計（ ０ )件

〔図書〕　計（ ０ )件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（ ０ )件

発明者 国内・外国の別出願年月日産業財産権の名称 産業財産権の種類、番号権利者

総ページ数書　　名 発行年

出　版　社著　者　名

発表年月日学　会　等　名

発　　表　　標　　題発　表　者　名

発　表　場　所

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

最初と最後の頁査読の有無

論　　文　　標　　題著　者　名

巻 発行年雑　　誌　　名

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／4）
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〔取得〕　計（ ０ )件

15.備考

出願年月日

権利者産業財産権の名称 国内・外国の別産業財産権の種類、番号発明者 取得年月日

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／4）


